
都市施設
（ex.駐車場）

店舗や住宅が付随する

手入れのされていない田畑を取り出す。

対象とする田畑の距離の関係から
空間の用途を考える。

自然的に形成されたあぜ道の
グリッドに従って建築を構成していく。

コミュニティの形成

手の届くところに花が咲くような環境 高齢者を含む人々が活動する場所

断面図

安心して暮らせる社会形態

ひとつに包み込む大屋根

緑に囲まれたスムーズな動線

駅の風景

プラットホーム

電停

50m15m 25m5m0m

配置図

駐車場
計画地

中心市街地へ

ショッピングセンターへ

N

宿泊施設(住戸プラン）

住戸

駅のプラットホーム

光と緑

動的な空間

静的な空間

屋根と敷地で構成された空間

壁と敷地で構成された空間

敷地 住まい

13 14

鹿児島駅周辺

風景をつくる、まちをつくる、人をつくる

衰退化していく街の活気を

市民ひとりひとりの手で取り戻してく

独特の空間性を活かした

”ここにしかない”まちづくり

鹿児島駅周辺エリア は鹿児島市民の

新しいシンボルに生まれ変わる

その風景は鹿児島の

遠い未来 ―100年後― も

変わらない人のぬくもり

つながりの強さを彷彿させる

図書館利用のために訪れた学生が

介護施設のおばあさんと

何気なく挨拶を交わす

ホスピタルゾーンの周囲に

少年の元気な声が響く

そんな風景が当たり前のように

街へと溶けていく

その先も、ずっと。

美谷舞・木下愛梨

Date:
area.鹿児島市浜町
construction.S造
floor.2 ～ 3 階

　　　　　　　　　　　　

↑鹿児島駅前広場

○現在の鹿児島駅の周辺状況●

↑鹿児島駅の東側に広がる貨物跡

○鹿児島駅の利用者の推移 /比較● ○問題点●

・鹿児島一の高齢化地域

・周辺施設の減少

・人口減少

・駅の利用者の減少

・各種産業の衰退

○かつての産業・政治機能●

2003
年

2004
年

2005
年

2006
年

2007
年

2008
年

2009
年

鹿児島中央駅 29,175 33,744 34,316 34,413 34,414 34,208 34,345

鹿児島駅 2,000 1,869 1,792 1,723 1,658 1,663 1,655

0
5,000
10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000
40,000

1
日
平
均
乗
降
人
員

鹿児島中央駅と鹿児島駅の乗降人員比較

市
民
の
た
め
の
新
し
い
風
を
吹
き
込
む

○市民の人々に優しい Project:総合福祉エリアの提案●

・これから本当に街に必要なもの

5,473 5,414 5,335

27,779 26,793 25,416

8,811 9,854 10,864

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

H.12 H.17 H.22

上町地区の人口推移

65歳以上

15～64歳以下

15歳未満

1971 年　鉄道の拠点が今の中央駅に移る
　　　　鹿児島港の再開発により運輸、倉庫関係の
　　　　産業、も移動した。
1984年　鹿児島港までの貨物線が廃止
1996年　鹿児島県庁が鴨池新港に移る

鹿児島駅

桜島桟橋
フェリーホ　ート待合所

北埠頭旅客ターミナル

南埠頭旅客ターミナル

興国保育園

大龍小

鹿児島医療センター

南風病院

今給黎総合病院

高田病院

今村病院

吉村病院

鹿児島国道事務所

サーハ　ス城山一番館

西郷隆盛像

ハ　ークハイツ多賀山

サンテ　イス　イン鹿児島

三越

山形屋

ト　ルフィンホ　ート

鹿児島市役所

十島村役場

三島村役場

鶴丸城跡

市立美術館

城山公園

南洲公園

石橋記念公園

多賀山公園

祇園之洲公園

いおワールト　
かごしま水族館

下竜尾町

長田町

城山町

泉町

小川町

春日町

柳町

本港新町

浜町

清水町

祇園之州町

永田歯科医院

中村レテ　ィースクリニック

積善社ヒ　ル

シーホ　ート惟神

フ　ルーリオン

コンフォール上本町

倉園酒店

大山商店

コアマンション上本町ネクステーシ　

柳町住宅1号棟

マリンステーシ　KT

池田ヒ　ル
まわり寿しことぶき

丸瀬商店

RAINMAKERBLDG

中島ヒ　ル

たら福亭

KSSヒ　ル

沖縄青少年鹿児島会館

全日通労働会館

アーハ　ンホ　ート21住宅館A棟

JBSヒ　ル

雄山ヒ　ル

サンヒ　ュー大和

アーハ　ンハイツ

カシマハイツ
柳町住宅2号棟

浜崎商店

コーフ　野村柳町

アーハ　ンホ　ートホテル鹿児島

城山ストアー

アーハ　ンホ　ートnakai

鹿児島小川局

樹心寺

永田歯科医院

上山整形外科

ふなさき歯科医院

村上子どもクリニック

吉村病院

かまつき歯科

中村レテ　ィースクリニック

鹿児島トヨタ

鹿児島日産

積善社ヒ　ル

シーホ　ート惟神

フ　ルーリオン

コンフォール上本町

倉園酒店

大山商店

コアマンション上本町ネクステーシ　

柳町住宅1号棟

みどりや化粧品店

大龍校区公民館

NTT

山元医院

あいん猫と犬の病院

テルウェル西日本南九州営業(支)

村田ハ　ークマンション

佐々木商店
稲葉動物病院

福留酒店

アルフィーネ大竜町

第1マルティヒ　ル

鹿児島信用金庫上町(支)

エクセレント鹿児島

ヒ　ューハイツ早崎

N・D・L春日

第5心友館

フローリッシュハイツ

コーホ　平原

雄山ヒ　ル

大竜ヒ　ル

サンヒ　ュー大和

アーハ　ンハイツ

大雅ヒ　ル

ライトハイム

カシマハイツ

松竹建設

柳町住宅2号棟

ク　ラント　ハ　レス柳町

浜崎商店

薫風館 コーフ　野村柳町

ハ　ークサイト　惟神

岩永三五郎像

ハ　ークハイツ多賀山弐番館

アト　ハ　ンス21祇園之洲

西南の役官軍戦没者慰霊塔

タイヨー

鹿児島小川局

鹿児島大竜局

鹿児島春日局

春日神社

樹心寺

八坂神社

多賀山神社

祇園之洲公園

小川町

本港新町
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福祉
エリア

学研
エリア

交流
エリア

永田歯科医院

中村レテ　ィースクリニック

積善社ヒ　ル

シーホ　ート惟神

フ　ルーリオン

コンフォール上本町

倉園酒店

大山商店

コアマンション上本町ネクステーシ　

柳町住宅1号棟

マリンステーシ　KT

池田ヒ　ル

まわり寿しことぶき

丸瀬商店

RAINMAKERBLDG

中島ヒ　ル

たら福亭

KSSヒ　ル

沖縄青少年鹿児島会館

全日通労働会館

アーハ　ンホ　ート21住宅館A棟

JBSヒ　ル

雄山ヒ　ル

サンヒ　ュー大和

アーハ　ンハイツ

カシマハイツ
柳町住宅2号棟

浜崎商店

コーフ　野村柳町

アーハ　ンホ　ートホテル鹿児島

城山ストアー

アーハ　ンホ　ートnakai

鹿児島小川局

樹心寺

永田歯科医院

上山整形外科

ふなさき歯科医院

村上子どもクリニック

吉村病院

かまつき歯科

中村レテ　ィースクリニック

鹿児島トヨタ

鹿児島日産

積善社ヒ　ル

シーホ　ート惟神

フ　ルーリオン

コンフォール上本町

倉園酒店

大山商店

コアマンション上本町ネクステーシ　

柳町住宅1号棟

みどりや化粧品店

大龍校区公民館

NTT

山元医院

あいん猫と犬の病院

テルウェル西日本南九州営業(支)

村田ハ　ークマンション

佐々木商店

稲葉動物病院

福留酒店

アルフィーネ大竜町

第1マルティヒ　ル

鹿児島信用金庫上町(支)

エクセレント鹿児島

ヒ　ューハイツ早崎

N・D・L春日

第5心友館

フローリッシュハイツ

コーホ　平原

雄山ヒ　ル

大竜ヒ　ル

サンヒ　ュー大和

アーハ　ンハイツ

大雅ヒ　ル

ライトハイム

カシマハイツ

松竹建設

柳町住宅2号棟

ク　ラント　ハ　レス柳町

浜崎商店

薫風館

コーフ　野村柳町

ハ　ークサイト　惟神

岩永三五郎像

ハ　ークハイツ多賀山弐番館

アト　ハ　ンス21祇園之洲

西南の役官軍戦没者慰霊塔

タイヨー

鹿児島小川局

鹿児島大竜局

鹿児島春日局

春日神社

樹心寺

八坂神社

多賀山神社

祇園之洲公園

小川町
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海側から公共福祉のエリアを見る 学研エリア

市街地から運動施設を見る

鹿児島駅上空から広場を見る

鹿児島駅と駅前広場

ら鹿児島駅を見る
○錦江湾からの全景● 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鹿児島駅と大屋根

↓↑朝のお買いものついでに
　　友達と教室に

友達にちょっとおみやげを

夢を追う若者の原点
　　　　　　　となる場所

広場で待ち合わせ
　　楽しく飲んで広場で語るサラリーマン

アート・グルメが点在

ー鹿児島中央駅周辺計画ー

私たちが考える未来の鹿児島市周辺

●大階段はなくなり商業施設の一部になる
●現在のダイエー側に新しくできる２つの商業施設の３階

　とアミュの2階、一番街を連絡通路でつなぐ
●場所による年代の偏りをなくす工夫（特に一番街）
●アミュランがなくなり、新たな新名物「大展望アミュ温泉」ができる
●アミュ広場が商業施設の中心に移動

→→

つなぐ
アミュ広場

　広いスペースがあるがあまり
　使われていない。
→この場所を有効に使いたい
→部分的に屋根があれば休憩
スペースなど人が集う場所がで
きるのでは？　 

広場　with若き薩摩の群像

現在の鹿児島中央駅周辺

　

岡田帆奈　奥山尚美

新幹線の開通、駅前計画などに伴い、利用者が増えてきている鹿児島中央駅周辺。
それぞれの場所で観光客への取り組みが活発になり、今後は今以上に商業に特化し
た場所になると考える。そのような人の利用が増える中で、場所による人の集中の差が
大きくなったり取り壊しや増築の話があったりと、現在進行形で状況が変わってきている。
そこで、私たちが考える未来設定のもと、鹿児島らしさも踏まえたうえで市民にとっても鹿
児島を訪れた人にとっても身近で、親しみやすい、新たな鹿児島中央駅を提案する。

●大階段が使われていない
●アミュ側と、市電の線路を挟んだ反対側の行き来が不便
　（特に地上はスムーズに行き来できない）
●場所により利用者の年代が偏っている。
●アミュラン利用者が減少
●生かされていないスペースがある

商業施設

一番街

つなぐ
アミュ

ダイエー

ソラリア

一番街

商業施設
商業施設

広場

50m
100m

新幹線開通などに伴い再開発
が徐々に進みつつある。しかし
・奥の方に空き店舗が目立つ
・若者にとっては遠い存在

→アーケードにテーマを持たせ
幅広い年代が利用できるように

一番街 アミュラン
　利用者が少なく取り壊し
　の話が出ている
→ランドマークとしての役割は
　果たしている
→アミュランの眺め・ランドマーク要素
　を残したまま、新たな名物を提案

一番街　

グルメ・ART街

広場

朝市

広場

日常生活用品

夜市

アミュ

連絡通路

鹿児島のシンボル　「桜島」

　　鹿児島の　きれいな通り

　　　　鹿児島の　川・海・・・

～アミュランに変わる新名物～

大展望アミュ温泉

 ▲朝市の様子

▲夜市の様子

▲鹿児島を見渡すことができる足湯▲温泉から見える鹿児島の景色

 ２つの商業施設と一番街をつなぐ　　　　　　

一番街への視線・興味　　　　　　

下の広場
屋根がかかり、人が集まる

←

新たな待ち合わせ場所

明日への風景プロジェクト
　　　　　　　　　　-かごしま未来都市構想 -

建築学を学ぶ僕たちが、普段生活している鹿児島のまちに何か還元したい。

一人ではなく、みんなで取り組むからには、壮大なことに取り組みたい。

こうした思いから、僕たちが鹿児島の将来を想像・創造するということに至

りました。鹿児島の現在を見つめなおし、未来を創造することをコンセプト

として、「現在」をぴらも～る通り、「未来」をマルヤガーデンズで表現する

ことになりました。「現在」の表現を行うぴらも～る通りでは、様々な人に

鹿児島各地の写真を提供していただき、その展示をしました。「未来」の表

現を行うマルヤガーデンズでは、僕らの想像する鹿児島の未来を模型やシー

トによって創造し、展示しました。

まだまだ未熟な提案、展示でしたが、来場していただいた皆様からは、鹿

児島各地のエピソードや将来についての熱い思いなど、様々なお話、意見

をいただきました。皆様、様々な思いを抱えているけれども、鹿児島を想っ

ているには違いないのだと感じさせられました。

建築展を開催するにあたり支援してくださった企業の皆様、先輩方、先生方、

誠にありがとうございました。また、写真の提供や、様々な意見など、ご

来場していただいた皆様の存在によってこの建築展は成り立ちました。関

わってくださった皆様に感謝しております。この建築展が、少しでも鹿児

島のまちの現在、未来について考えるきっかけになったのならば幸いです。

建築展は、毎年建築学科の 3 回生が中心となって自主的に企画・制作・実施

を行う伝統的なイベントです。また、渉外や広報も学生が行うため、学生に

とっては社会と接点を持つ貴重な時間にもなります。第 55 回を迎えた今回

は、マルヤガーデンズと天文館『ぴらも～る通り』の 2ヶ所で同時開催とな

りました。普段生活をしている鹿児島というまちを見つめなおし、未来を想

像し、来場してくださった皆様と語り合いました。

日時：2012.9.15(Sat)-17(Mon)
会場：マルヤガーデンズ

　　　天文館ぴらも～る通り

INFORMATION
2012 年度学生設計課題

散策路のレストハウス

135 歳のための家

自社ビルに併設された小美術館

小学校の設計

架構形式の組み合わせによる複合施設の設計

集合住宅を含む地域核の計画

卒業設計

第 55 回 建築展「明日への風景プロジェクト」

鹿児島大学工学部建築学科　建築設計作品集

vol.8
Dept. of Architecture and Architectural Engineering

Faculty of Engineering
Kagoshima  University

■ 2012 年度　建築設計演習カリキュラム

　INFORMATION

　学内合同講評会

石原　潤駐車場商店街

高野瀬　健あぜ道から・・・

関　恭太Solid site × Solid site

西森　裕人花咲く駅の建築

野元　麗生マチニワ

巡　見りえ97 の、日々の隙間

　卒業設計／四年生前期・後期課題 　2012 年度　第 55 回建築展

立体化した敷地 “Solid site”

を用いた新たな住まい方の

提案。敷地自体を構造体と

し、“Solid site” を繋いだり、

積 み 上 げ た り す る こ と で、

隣の敷地との境界は明確で、

視線が交わることのないプ

ラ イ ベ ー ト 空 間 を つ く る。

繋ぐ・積むことで細長い場

所 で も 戸 建 住 宅 の 要 素 を

持った集合住宅が生まれる。

田園地帯の中の維持管理が困難になった

田畑に用途を付け加え、それらを建築で

つなげることを提案する。田園地帯の中

に建築を行うことにより、放置された田

畑の維持管理によって、田園風景の継承

へとつながり、様々な人が田畑を訪れる

ことにより、農業を身近に感じ農業の継

承へとつながる。

「都市形成の骨格をなす都市施設に付随

する商店街機能」鹿児島の中心市街地で

ある天文館。この商店街に都市施設とし

ての大型駐車場を組み込み、路上販売者

のための店舗を導入することで、互いに

影響するような都市施設を計画する。

桜島を正面に望む鹿児島市のウォーターフロント。繁華街で

ある天文館とは近い立地であるにもかかわらず、回遊性は低

い状況である。そこで市電を敷地に引き込み、マイアミ通り

を含め、ウォーターフロントを新たな交通の中心の場、コミュ

ニティの場として都市計画的提案をする。

新陳代謝を繰り返す都市。更新されていく見慣れた風景。日々の隙間からこぼれ落ちた

97 の風景を一つ一つ丁寧にかたちにし、そこから広がる様々な空間をつくりだし組み合

わせ凝縮させる。「わたし」という器官を通して創造された 97 の隙間は新たな風景をつ

くる。都市のエネルギーに純粋培養された建築空間の提案。

高齢化が著しく進行する農業に従事する人々を対象とす

る新しい労働環境となるマルチ施設を設計する。農業を、

観光業を主とする小売業や飲食・宿泊や教育などの第三

次産業であるサービス業へ展開し、それら産業を複合し

た環境に高齢者を含む人々が活動する場を与えることで、

次世代の人材育成や新たなコミュニティの形成を促進し、

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせる社会形態の

構築へのきっかけをつくる。

設計基礎演習Ⅱ □小空間の設計「散策路のレストハウス」

卒業設計

１年

２年 建築設計Ⅰ　　 □住宅の設計「135 歳のための家」
建築設計Ⅱ　　 □美術館・オフィスビルの設計
　　　　　　　 　「自社ビルに併設された美術館」

建築設計Ⅲ　　 □小学校の設計
　　　　   　　 □架構形式の組合わせによる複合施設の設計「みなとの大屋根広場」
建築設計Ⅳ　　 □病院の設計「都市に立地する専門病院」
　　　　　　　 □集合住宅の設計「集合住宅を含む地域核の計画」

3年

4年

日時：2013 年 2 月 16 日
場所：鹿児島大学稲盛会館

今回の作品集掲載の設計課題作品は、２月 16 日に行われた学内合
同講評会に選出されたものです。（写真は講評会の様子）

　学内活動

鹿児島大学工学部建築学科　建築設計作品集　aae vol.8
編集　　　隈　友輔（鹿児島大学大学院理工学研究科博士前期課程 1 年）

編集協力　小山　雄資（鹿児島大学大学院理工学研究科助教）

監修　　　鹿児島大学工学部建築学科

鹿児島大学 工学部 建築学科
http://aae.aae.kagoshima-u.ac.jp/

office@aae.kagoshima-u.ac.jp

〒 890-0065　鹿児島県鹿児島市郡元１丁目 21-40
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□ 集合住宅を含む地域核の計画
（設計概要）敷地面積：44,700㎡

都市部から少し離れた郊外に 200 戸の集合
住宅を計画する。公共交通を中心とする拠点
を持つコンパクトな地域構造の住宅地を計画
し、豊かな居住環境・生活環境の提案を行う。

□ 自社ビルに併設された小美術館□ 135 歳のための家□散策路のレストハウス

（設計概要）敷地面積：3130㎡
2 つの異なる建築物を中心市街地の一角に一
体的に計画する。美術館では敷地、環境を読
み込み、会社経営者のコレクションを公開す
ることを想定する。オフィスビルでは経済性
にも考慮した上で、経営理念や個性を表現し
た建築の提案を求める。

（設計概要）
時が経つにつれ、人生の段階（ライフステージ）は変化していく。そうした変化によっ
て住宅と人の関係も変化していき、互いに影響を与え合うような提案を求める。

鹿児島市春日町　若宮公園向かい ( 敷地面積：150㎡ ) 鹿児島市下荒田 みずほ通り沿い (敷地面積：150㎡ )

設計条件

1. 集合住宅 200 戸（世代交代、新規入居者が期待

　できる仕組を考えること）

2. 小売店舗、保育園、公共施設など

3. 公園（魅力的な屋外空間）

（設計概要）敷地面積：9,350㎡
複数の異なる施設からなる建築群を機能的・
形態的に統合する大屋根空間を計画し、みな
と大通り公園から錦江湾の水辺へと続くオー
プンスペースなど周辺環境との関係も考慮し
魅力的な空間を提案をする。

　設計基礎演習Ⅱ／一年生後期課題 　建築設計Ⅰ／二年生前期課題 　建築設計Ⅱ／二年生後期課題 　建築設計Ⅲ／三年生前期課題 　建築設計Ⅲ／三年生前期課題 　建築設計Ⅳ／三年生後期課題

石原　亮太光と影の休憩所

高橋　一貴Lap

竹島　光志郎R SPACE

須永　達也草陰のレストハウス

西田　銀次光陰の家

蓑田　詩織巡る家

朝木　聡一郎ＥＮＣＯＵＮＴＥＲ×ＥＱＩＰＭＥＮＴ

木村　明寛重なりあう積層

徐　碩英Ne-mo

ベン・ライサミThe terminal

伊藤　郷志集聚

遠矢　将境界のなかのシークエンス

沖　武丸poschool

八浦　祥平road school

岡田　帆奈tsunagaru・・・。

奥山　尚美View × Community

田邊　健吾3 つの広場とあふれだす風景

日向　加奈恵appeal

地域間のコミュニティの活性化をコンセプトに、外部は、第二期工事を踏まえ計画し、

７つの公園空間を散りばめ、それぞれにテーマを持たせました。内部は、居室の一部を

共用廊下側に出し、ショーウィンドウのようにすることで、各家庭が自分を appeal でき

る空間をつくりました。住民同士、会話するきっかけが生まれ、コミュニティを誘発す

ることで地域間の活性化を目指しました。

曲線状に配置したルーバーと

緑化された階段状の屋根は

人々に柔らかな印象を与え、

安息の時を過ごす場を提供す

る。ルーバーや屋根の間から

差し込む光とその影は時間

の経過とともに表情を変え、

人々に楽しみを与える。ガラ

スとルーバーの間の半屋外空

間は光や風など自然を感じつ

つ落ち着ける空間である。

公園の段差を無くし、それによって住民のコミュニテイーを維持する集合住宅を提案す

る。敷地内に３つ用途に分けた公園を配置する。住宅・公園・その他の施設を繋ぐように縦・

横方向に移動できる道を設け、交差点に止まり木のような空間を配置する。住民がある

目的でそこに集まり、新たな目的を見つけ、また各々に広がっていく。

コミュニティが衰退している団地の再生を試みる。機能を満たすだけでなく、つながり

をつくりだす新たなインフラとしての地域核を創出することで、買い物、子どもが遊ん

でいるところ、仕事、近所の人たちとの会話など様々な風景とつながることが出来る。

それらの集積は新しい風景として団地を彩っていきます。

高台に位置することによる眺

めがこの場所の一番の特徴と

考 え た。 ま ず メ イ ン と な る

緩やかな坂道をつくり、その

道に沿って住棟を南向きに配

置。建物は低層にし、真ん中

の広場を介して人のつながり

を生む。高齢者住棟は公園と

一般住棟の間に配置し、高齢

者と学校帰りの子どもなど、

住民同士がふれあいお互いを

見守る集合住宅を目指した。

東側大通りのアクティブな環

境にオフィスビルを、西側公

園の静かな雰囲気にあわせて

美術館を配置した。ふたつの

建物の間の空間に広がりを持

たせるため、オフィスビルは

ガラス張りにし、美術館の一

階部分には連続アーチによる

ヴォールトを用いた。美術館

はスキップフロアによる搬入

の難しさに配慮し、各レベル

に直通の搬入動線を設けた。

この建物一番の特徴はエントランスを降りて行く地下一階だ。その理由はビルのエント

ランスを細長いスロープでしたて、社員の出退勤するとき、ただ職場に仕事をすること

だけでなくいい景色を見せたかった。建物の外観は公園側の 2 階以外は開口部を取って

おらず、その反面、スロープの両面や建物の正面は全てガラス張りで川と都市の関係を

良く伝えるようにした。

昔から子どもは ’ 遊ぶ ’ ことによって仲間をつくり、仲間との人間関係の中で社会力を育

んできた。そこで中庭に面するように教室と廊下を配置し、’ 遊び ’ が誘発される可能性

を与えることにした。教室計画は学力低下改善のために、日本の教育理想国オランダの

小学校をヒントに異学年より同学年あるいは近い学年同士を関わらせたいと考え、上下

階で低学年と中・高学年とをわけた。また、可動壁を利用することで、ひとつの空間で

小～大人数での授業や活動を可能とした。

甲突川の土手に面した敷地に、企業の歴史と土手の地層を形と

した “ 積層 ” をテーマに設計を行った。美術館は中心に吹き抜

けを持つドーナツ型で、外観はガラス張りだが、展示物を見る

ためには幾つもの円弧状のパーテーションを潜っていかなけれ

ばならない。その先には外界から閉ざされた展示物を頼りに進

んでいく迷路が待っている。オフィスは美術館同様、大きなボ

イドを設けている。美術館側に傾いているためボイドとコアの

距離が変わっていき、各階違った平面になっている。

住宅の中央に吹き抜け階段を設け、光が 1 階のリビングダイニングまで差し込む。その

光は片持ち階段のわずかな隙間を抜けることで光陰のストライプを生む。家に居ながら、

時間のゆったりした流れ、季節の移り変わりを感じることが出来るように設計した。1

階では不必要な仕切りを設けず、コーナーを作ることで家族間のコミュニケーションを

とる機会を積極的に持たせつつ、プライバシーを確保した。また、2 階には多目的スペ

ースを設け、家を売却した際にも新たな購入者のニーズに柔軟に対応できるようにした。

緑は人の視線を引き付け、心に落ち着きを与える。高齢者も住むこの家にそのような緑

の特質を取り入れようと、住宅の中央に中庭を設けた。二階では、まるでつり橋のよう

な廊下が中庭を取り囲み、回遊性を生む。ふと緑に目をやれば、向こう側にいる家族の

気配や視線を感じる―。緑を介して人、視線、心のかよう家である。

このプランは敷地周辺の緑地

と桜島との関係性に重点をお

く。緑地から大通りにかけレ

ベルを上げていく三角形の勾

配屋根によって緑地との連続

性をもたせ、桜島を背景とす

る景観に調和させる。内部空

間はその規則性とは反する不

規則性をもち観光客と市民の

境界を曖昧にすることを目指

した。

個人の利用スタイルを尊重し

つつ、全体として一体感を感

じられるレストハウスの提

案。内部空間は、レベル差の

ある 5 層の床で構成され、た

てよこの視線の抜けや、利用

する他の人々の話し声が感じ

られる空間が広がる。訪れる

全ての人たちに、新たな出会

いのきっかけを提供する場と

なるような空間を目指した。

雨の日に優しく蟻を覆う草の

葉のように、安心感があり、

思わず立ち寄りたくなるよう

なレストハウスを提案する。

ガラスで覆われた室内には淡

い光が差し込み、豊かな気積

で人々を迎える。訪れる人は

自然と伸びる葉の下で身を潜

め、光に満たされた室内でひ

と休みする。

敷地は、鹿児島新港の駐車場であり、この場所の何

もなかった風景に着目した。何もないところに大き

な建築を建てれば、その前提を否定しまい、とても

乱暴になってしまう。そこで、境界線を利用して風

景が展開する建築を提案する。訪れた人たちに、縦

横に自由に展開するシークエンスを感じてもらい、

透明な風景の次のあり方を魅せる。

子供たちが外で遊ぶことの楽しさや自然を身近に感じることができるよう、森の中にで

きた道をイメージして計画した。授業のふとした瞬間、本を読んでいるとき、友達と話

しているときといった子供たちの学校での生活の中で、木の揺れる音、風のながれやに

おいが感じられる。校舎内にいても外にいるような、森の中を歩いているような感覚を

子供たちに与える。

ひとは様々な地域の、様々な文化

に同時に触れることはない。都

市の流れに挟まれてできた世界。

そこは旅の起点、ターミナルで

ある。4 層に分かれた 4 大陸の、

それぞれの地域は交わることは

なく、独立のフロアとして存在

する。ゆえにターミナルに戻る

ことでしか行くことはできない。

□小美術館

設計条件
1. 延床面積  　2,000㎡程度
2. 会社経営者のコレクションを公開を想定するこ
　と

所要室
展示部門、収蔵庫、荷解室、搬入口、
学芸員室など、エントランス、休憩コーナー等、
受付、事務室、応接室、職員通用口など

□オフィスビル

設計条件
1. 社員             60 名程度
2. 延床面積    1,500 ～ 2,000㎡程度
3. 不動産業の自社ビルの会社の経営理念や個性を表
　現すること

所要室
執務室、総務部、企画営業部、賃貸管理部、不動産
売買部、社長室、会議室（大・中・小）など、相談
窓口、休憩・相談コーナー、セミナーホールなど、
エントランス、エレベーターホールなど、夜間通用口、
守衛室など

「人を集める」をテーマとした。その際、

大屋根は桜島の方を向いており、海からこ

の円の中心に人々を呼び込む。立体トラス

にケーブルを使用することで大スパンを可

能にし、その下では、小売店として魚市場

を設ける。円の中心は小さな街をイメージ

し、商店街のような形態になっていて、円

を用いることは回遊性、また、遊歩道から

自然に導きを生むことにつながっていく。

所要室

展 示 販 売 部 門　1,500 ～ 2,000 ㎡、 研 究 交 流 部 門　

2,000 ～ 2,500㎡、駐車場部門　3,800 ～ 4,000㎡、屋

根つき屋外広場　1,200 ～ 1,500㎡程度の無柱空間、

駐車場など

□架構形式の組み合わせによる複合施設の設計（設計概要）敷地面積：216㎡
鹿児島市街地に甲突川に沿って整備された
散策路がある。沿道には交通拠点や史跡が
点在し、眺望にも富むことから人通りも多
い。今回はその一角に情報発信を目的とし
た「レストハウス」の提案を求める。

所要室

事務空間（20㎡）…スタッフのトイレと給湯室

を含む休憩・展示空間（50㎡）…自販機、コイ

ンロッ   カー、トイレを含む、駐輪場

site
site

□ 小学校
（設計概要）敷地面積：23,700㎡

複数の部門を整理し、設計に落とし込むことで子供にとって豊かな生活環境となるよう
な提案を求める。

鹿児島市川上町　川上小学校鹿児島市明和　明和小学校


